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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善が継続したことにより、設備投資も底堅さを

維持し、個人消費にも持ち直しが見られ、総じて緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、原油高による原材

料費の上昇や、米中の貿易摩擦問題など海外経済の不確実性も潜在することから、先行きは不透明な状況となって

おります。

 このような環境の下、当社グループは「安全・迅速・信頼」をモットーに、総合物流業者として社会的貢献を目

途として営業展開を行いました。

 

 当第１四半期連結累計期間におけるセグメントの営業状況は以下のとおりであります。

①海運事業

 内航事業では、前期に引き続き主要貨物である鋼材が建設・工事需要が好調なことから輸送量が順調に推移いた

しました。その結果、燃料油価格の高止まりもありましたが、売上高1,723百万円（前年同期比13.3％増）、営業

利益93百万円（前年同期比134.1％増）となりました。

 外航事業では、ロシア航路が順調に推移したことに加え、プロジェクト案件の輸送も順調に進捗しました。ま

た、社有船は前年同期と比べ１船減船となりましたが、他社船利用による受注変動に応じた柔軟な配船に務めた結

果、売上高446百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益34百万円（前年同期比77.5％増）となりました。

②港運・倉庫事業 

 港運事業では、海外経済が緩やかに回復する中で、機械類を中心に輸出貨物の取扱量が増加したことから、売上

高1,169百万円（前年同期比9.3％増）となりましたが、ドライバー不足による為のトラック輸送コストの上昇や、

管理経費の増加により、営業利益25百万円（前年同期比22.9％減）となりました。

 倉庫事業では、港運事業の売上の増加に伴い神戸地区の倉庫の作業収入が増加したことと、管理経費の節減に努

めたことにより、売上高328百万円（前年同期比6.1％増）、営業利益11百万円（前年同期比684.3％増）となりま

した。

 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,668百万円（前年同期比10.8％増）、営業利益164

百万円（前年同期比75.8％増）、経常利益188百万円（前年同期比80.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は130百万円（前年同期比82.1％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は10,422百万円となり、前連結会計年度末と比較して587百万円

増加いたしました。

 流動資産は3,783百万円となり、前連結会計年度末と比較して453百万円増加いたしました。これは主に、受取手

形及び売掛金の増加163百万円、現金及び預金の増加141百万円、前払費用の増加42百万円等によるものでありま

す。固定資産は6,639百万円となり、前連結会計年度末と比較して134百万円増加いたしました。これは主に、新倉

庫建設に伴う建設仮勘定の増加153百万円、投資有価証券の時価の上昇による増加44百万円、減価償却による固定

資産の減少78百万円等によるものであります。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は8,060百万円となり、前連結会計年度末と比較して518百万円増

加いたしました。

 流動負債は4,810百万円となり、前連結会計年度末と比較して72百万円増加いたしました。これは主に、賞与引

当金の増加64百万円、未払法人税等の増加43百万円、短期借入金の減少91百万円等によるものであります。固定負

債は3,249百万円となり、前連結会計年度末と比較して445百万円増加いたしました。これは主に長期借入金の増加

436百万円等によるものであります。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,362百万円となり、前連結会計年度末と比較して69百万円

増加いたしました。

 これは主に、配当金の支払による減少93百万円に対して、その他有価証券評価差額金の増加30百万円及び親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上130百万円等によるものであります。

 

 これらの結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は22.67％となり、前連結会計年度末と比較

して0.65ポイントの下降となりました。

 

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行

っております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、本日（平成30年８月８日）

公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,549 1,690 

受取手形及び売掛金 1,543 1,707 

原材料及び貯蔵品 23 19 

前払費用 20 63 

その他 217 329 

貸倒引当金 △25 △27 

流動資産合計 3,329 3,783 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び建物付属設備 4,479 4,479 

減価償却累計額 △2,264 △2,295 

建物及び建物付属設備（純額） 2,215 2,183 

船舶 2,899 2,899 

減価償却累計額 △1,774 △1,812 

船舶（純額） 1,124 1,086 

土地 1,533 1,533 

建設仮勘定 － 153 

その他 541 528 

減価償却累計額 △433 △427 

その他（純額） 107 101 

有形固定資産合計 4,981 5,058 

無形固定資産    

その他 134 149 

無形固定資産合計 134 149 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,273 1,320 

その他 143 139 

貸倒引当金 △28 △28 

投資その他の資産合計 1,389 1,431 

固定資産合計 6,504 6,639 

資産合計 9,834 10,422 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,153 1,193 

短期借入金 3,404 3,313 

未払法人税等 13 56 

賞与引当金 3 67 

その他 162 179 

流動負債合計 4,737 4,810 

固定負債    

長期借入金 2,326 2,763 

船舶修繕引当金 49 38 

退職給付に係る負債 363 361 

その他 65 86 

固定負債合計 2,804 3,249 

負債合計 7,541 8,060 

純資産の部    

株主資本    

資本金 612 612 

資本剰余金 33 33 

利益剰余金 1,416 1,453 

自己株式 △118 △118 

株主資本合計 1,943 1,980 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 365 395 

繰延ヘッジ損益 △15 △13 

その他の包括利益累計額合計 349 382 

純資産合計 2,293 2,362 

負債純資産合計 9,834 10,422 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 3,310 3,668 

売上原価 2,805 3,074 

売上総利益 504 594 

販売費及び一般管理費 411 429 

営業利益 93 164 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 13 14 

持分法による投資利益 2 6 

その他 10 15 

営業外収益合計 27 37 

営業外費用    

支払利息 15 12 

その他 0 0 

営業外費用合計 16 13 

経常利益 104 188 

特別損失    

貸倒引当金繰入額 － 2 

特別損失合計 － 2 

税金等調整前四半期純利益 104 186 

法人税等 33 56 

四半期純利益 71 130 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 71 130 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 71 130 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 46 30 

繰延ヘッジ損益 2 2 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0 

その他の包括利益合計 49 32 

四半期包括利益 121 163 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 121 163 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。 
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